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平
成
22
年
10
月
1
日
か
ら
使
用
料
の
計
算
方
法
が
水
道
の

使
用
水
量
に
比
例
す
る
従
量
制
に
変
更
と
な
り
ま
す

改
定
の
目
的
・
経
過

　

農
業
集
落
排
水
施
設
は
、
町
民
の

皆
様
の
健
康
で
快
適
な
生
活
を
維
持

す
る
た
め
、
ま
た
河
川
等
の
水
質
保

全
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
施
設
で
す
。

　

当
町
の
農
業
集
落
排
水
施
設
は
平

成
10
年
4
月
に
梁
取
地
区
か
ら
供
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成

19
年
7
月
の
只
見
地
区
の
供
用
開
始

を
最
終
と
し
て
、計
画
し
ま
し
た
全
地

区
の
供
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
従
来
の
基
本
料
と

世
帯
人
員
に
よ
っ
て
計
算
す
る
使
用

料
の
算
定
方
法
を
改
め
て
、
水
道
の

使
用
水
量
に
比
例
す
る
従
量
制
に
移

行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
目
的
は
、
よ
り
公
平
性
の
高

い
料
金
体
系
と
健
全
な
農
業
集
落
排

水
事
業
の
運
営
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
定
例
町
議
会
に
新
料

金
（
案
）
の
議
案
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
検
討
不
十
分
と
い
う
こ
と
で
撤

回
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
将

来
の
人
口
・
世
帯
の
減
少
や
節
水
見

込
み
な
ど
を
推
計
し
て
見
直
し
を

行
っ
た
う
え
で
、
改
め
て
新
料
金

（
案
）
を
策
定
し
、「
只
見
町
水
道
事

業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
運
営
審

議
会
（
菅
家
二
千
六
会
長
）」
に
再

諮
問
し
、
原
案
の
と
お
り
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
去
る
3
月
定
例
町

議
会
に
見
直
し
後
の
新
料
金
（
案
）

を
再
度
提
案
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
原
則
と
し
て
水
道
使
用

量
に
比
例
し
て
農
業
集
落
排
水
使
用

料
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
節
水
な

ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

改定後の新料金は？

使用形態区分（一般用・営業用・業務用・店舗兼住宅）毎に異なる基本料金と一人当たり400円〜
700円の人員割料で使用料を算出していました。従って施設の規模や排水量の多少に関わらず区分と
人数で一律計算していたため使用料は同じでした。

● 使用者が排出した汚水量に応じて料金が決定されます。
　 汚水量の算定方法は3頁のとおりです。
● 使用形態区分に関係なく全て同一の算出方法となります。※1

※ 1  集合住宅等で同一の公共桝に接続している世帯も戸別に基本料を適用。
※ 2  井戸及び集落等の水道のみ使用している場合は、世帯員一人当たり月 6㎥を使用水量とする。
　     井戸及び集落等の水道を併用している場合は、通常の月町水道使用水量に世帯員一人あたり月 3㎥を加算する。

現行料金

基本料金

2,200円 + 220円

ひと月の町簡易水道
使用水量10㎥まで

超過使用水量
1㎥につき（11㎥〜）

月
額

新料金
改定後

※2

農
業
集
落
排
水
使
用
料

が
改
定
さ
れ
ま
す

▲平成19年7月に供用開始した只見地区浄化センター

10月1日〜



3

改定後の算定方法は次の3通りがあります新料金早見表

 ⑴ 町水道のみを使用している場合

町水道水のみを使用する場合は、実際に使用した水量を汚水量と見なし
ます。（水道検針により測定）

（具体例）
□一般家庭　一人暮らし世帯（月水道使用量 6㎥と仮定）
・現行  1,500円（基本料）＋700円（人数割料） 　　     　　    　 ＝2,200円
・改定  月水道使用量6㎥（基本使用水量10㎥未満）  　     　　 ＝2,200円

□一般家庭　家族 4 人世帯（月水道使用量 24㎥と仮定）
・現行  1,500円（基本料）＋700円×4人（人数割料）　　　　 　 ＝ 4,300 円
・改定  2,200円（基本料）＋（24㎥-10㎥）×220円（超過料）  　　＝ 5,280 円

〔備考〕
※ひと月の水道使用量から10㎥（基本料）を差し引いた水量が超過水量と
なります。

 ⑵ 町水道と井戸及び集落水道等を併用している場合

水道使用量に使用する人数に応じて世帯員1人当り3㎥を加算した量
を汚水量と見なします。

（具体例）
□一般家庭　家族 4 人世帯（月水道使用量 24㎥と仮定）
・現行  1,500円（基本料）＋700円×4人（人数割料）　　  　　　＝ 4,300 円
・改定  24㎥＋世帯員加算（3㎥×4人）−10㎥＝26㎥×220円（超過料）＝
　　　 5,720円＋2,200円（基本料10㎥まで）　  　　　　　　　＝ 7,920 円

 ⑶ 井戸及び集落水道等のみを使用している場合

使用する人数に応じて世帯員1人当り6㎥を汚水量と見なします。

（具体例）
□一般家庭　家族4人世帯
・現行  1,500円（基本料）＋700円×4人（人数割料）　　　 　　＝ 4,300 円
・ 改定 （世帯員4人×6㎥）−10㎥＝14㎥×220円（超過料）＝3,080円
 　　　＋2,200円（基本料）  　   　　　　　 　　　　　  　　 ＝5,280円

〔備考〕
※特殊利用（合併浄化槽との併用、水道使用量と汚水量の差が大きい事
業所、町水道を使用していない事業所等）の場合は、個別打ち合せを
行います。

ひと月の 
使用水量 金額

0 ～ 10㎥ ¥2,200

11㎥ ¥2,420

12㎥ ¥2,640

13㎥ ¥2,860

14㎥ ¥3,080

15㎥ ¥3,300

16㎥ ¥3,520

17㎥ ¥3,740

18㎥ ¥3,960

19㎥ ¥4,180

20㎥ ¥4,400

21㎥ ¥4,620

22㎥ ¥4,840

23㎥ ¥5,060

24㎥ ¥5,280

25㎥ ¥5,500

26㎥ ¥5,720

27㎥ ¥5,940

28㎥ ¥6,160

29㎥ ¥6,380

30㎥ ¥6,600

※町水道のみ使用している場合

※なお、詳しい内容につい
ては各集落での説明会で
お知らせします。説明会
の日程は後日お知らせし
ます。照会・質問等は下
記担当課へお願いします。

環境整備課生活環境班
TEL 0241（82）5280
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春
の
穏
や
か
な
陽
光
が
ふ
り
そ
そ

ぐ
中
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
緊
張
し

た
面
持
ち
で
、
新
1
年
生
が
入
学
式

を
迎
え
ま
し
た
。
只
見
・
朝
日
・
明

和
の
小
学
校
で
は
、
元
気
あ
ふ
れ
る

笑
顔
が
か
わ
い
ら
し
い
34
名
の
児
童

が
、
只
見
中
学
校
で
は
新
し
い
制
服

姿
が
輝
か
し
い
38
名
の
生
徒
が
、
只

見
高
等
学
校
で
は
、
自
己
の
目
標
達

成
に
向
け
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
44

名
の
生
徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
ま

し
た
。
式
で
は
、
厳
粛
な
な
か
校
長

先
生
が
式
辞
を
述
べ
、
小
・
中
学
校

で
は
上
級
生
が
歓
迎
の
言
葉
を
送

り
、
朝
日
小
学
校
で
は
2
年
生
の
目

黒
楓
華
さ
ん
が
、「
み
ん
な
と
仲
良

く
、
元
気
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
楽

し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
の
朝
日
小
に

元
気
で
登
校
し
て
く
だ
さ
い
」
と
や

さ
し
く
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
、
高
等
学
校
で
は

新
入
生
代
表
誓
い
の
言
葉
が
あ
り

「
目
標
を
し
っ
か
り
持
ち
、
勉
強
に

部
活
動
に
全
力
で
頑
張
り
た
い
。
自

己
の
知
識
を
深
め
る
た
め
何
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
校
長

先
生
の
前
で
学
校
生
活
へ
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

新
入
学
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は

た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
っ
て
、
楽

し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
目
標
の
実
現

に
向
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　4月6日、只見・朝日・明和小学校と只見中学校で、8日には只見　　高等学校で入学式が行われ、新1年生の新たな学校生活
がスタートしました。平成22年度の各学校の新入学児童生徒を　　ご紹介します。　（敬称略）

ご入学おめでと  うございます

担
任
　
渡
部 

小
百
合
先
生

吉　

津　
　

花　

恋

羽　

染　
　

宗　

都

五
十
嵐　
　

巧　

翔

酒　

井　
　

香　

苗

五
十
嵐　
　

せ　

な

鈴　

木　
　
　
　

涼

新　

國　
　

太　

陽

安　

部　
　

美　

結

小　

野　
　

佑　

月

担
任
　
横
山 

広
美
先
生

星　
　
　
　

佑　

奈

目　

黒　
　

正　

也

五
十
嵐　
　
　
　

萌

長
谷
部　
　

栞　

奈

栗　

城　
　

一　

渓

目　

黒　
　

優　

斗

渡　

部　
　

千　

春

酒　

井　
　

真　

生

吉　

津　
　

優　

斗

馬　

場　
　
　
　

菊

後　

藤　
　

佳　

彦

渡　

部　
　

侑　

妃

担
任
　
五
十
嵐 

由
起
先
生

梁　

取　
　

花　

音

山　

内　
　

浩　

希

三　

瓶　
　

日
麻
莉

平　

野　
　

創　

士

布　

沢　
　

翔　

月

一　

条　
　

洸　

輔

菊　

地　
　

ひ
よ
り

角　

田　
　

翔　

太

梁　

取　
　

こ
こ
ろ

五
十
嵐　
　

涼　

凱

梁　

取　
　

ゆ　

ず

菊　

地　
　

あ
ゆ
み

馬　

場　
　
　
　

萌

只
見
小
学
校
・
9
名

朝
日
小
学
校
・
12
名

明
和
小
学
校
・
13
名



5

【
１
組
】

担
任
　
中
田 

敬
介
先
生

飯　

塚　
　
　
　

駿

五
十
嵐　
　

圭　

祐

五
十
嵐　
　

美　

央

一　

条　
　

英　

昭

大　

竹　
　

羽　

未

春　

日　
　

七　

海

吉　

津　
　

帆　

南

酒　

井　
　

孝　

将

三　

瓶　
　

龍　

亮

三　

瓶　
　

梨　

菜

島　

谷　
　

拓　

実

鈴　

木　
　

菜
乃
香

新　

國　
　
　
　

優

放　

上　
　

浩　

太

本　

名　
　

未　

幸

矢　

沢　
　

聖　

菜

吉　

田　
　
　
　

栞

渡　

部　
　

早　

紀

渡　

部　
　

勇　

志

【
２
組
】

担
任
　
齋
藤 

聡
先
生

飯　

塚　
　

拓　

巳

五
十
嵐　
　
　
　

上

五
十
嵐　
　

高　

弥

岩　

渕　
　

秀　

斗

菅　

家　
　

い
つ
み

吉　

津　
　

千　

晶

吉　

津　
　
　
　

愛

栗　

城　
　

琴　

音

【
１
組
】

担
任
　
長
谷
部 

克
則
先
生

五
十
嵐　
　

大　

貴

五
十
嵐　
　
　
　

龍

菅　

家　
　

豪　

人

吉　

津　
　

翔　

大

小　

林　
　

祐　

太

齋　

藤　
　
　
　

雄

清　

野　
　

勇　

斗

馬　

場　
　
　
　

健

星　
　
　
　

健　

太

目　

黒　
　
　
　

岳

柳　

林　
　
　
　

匠

渡　

部　
　

晃　

大

渡　

部　
　

勇　

也

五
十
嵐　
　
　
　

愛

五
十
嵐　
　

美　

希

一　

条　
　

み
ず
ほ

酒　

井　
　

真　

実

中　

岡　
　

郁　

乃

新　

國　
　
　
　

萌

星　
　
　
　

花
那
美

三
ケ
山　
　

知　

里

山　

内　
　

晴　

夏

【
２
組
】

担
任
　
佐
久
間 

明
子
先
生

國　

分　
　

遼　

太

佐　

藤　
　

翔　

太

三　

瓶　
　

志　

門

三　

瓶　
　

弘　

樹

髙　

橋　
　

宏　

明

　4月6日、只見・朝日・明和小学校と只見中学校で、8日には只見　　高等学校で入学式が行われ、新1年生の新たな学校生活
がスタートしました。平成22年度の各学校の新入学児童生徒を　　ご紹介します。　（敬称略）

ご入学おめでと  うございます

齋　

藤　
　

優　

輝

酒　

井　
　

康
太
郎

酒　

井　
　

り　

な

馬　

場　
　

彩　

香

日　

野　
　
　
　

涼

星　
　
　
　

真　

穂

目　

黒　
　

大　

成

八
久
保　
　

哲　

平

山　

内　
　
　
　

結

渡　

部　
　

萌　

生

渡　

部　
　

七
依
斗

芳　

賀　
　
　
　

祥

樋　

口　
　

俊　

陽

星　
　
　
　

貴　

徳

星　
　
　
　

雄　

太

星　
　
　
　

陽　

太

増　

田　
　
　
　

快

目　

黒　
　
　
　

涼

矢　

澤　
　

明　

宏

阿
久
津　
　
　
　

愛

五
十
嵐　
　

梨　

佳

大　

竹　
　

友
佳
莉

菅　

家　
　

祐
有
奈

黒　

田　
　

智　

文

齋　

藤　
　

未　

来

鈴　

木　
　

麻　

未

田　

代　
　

芽　

衣

星　
　
　
　

ひ
か
り

只
見
中
学
校
・
38
名

只
見
高
等
学
校
・
44
名
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ニュース&フラッシュ

　

昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
、
4
月

17
日
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
世
界
遺
産
級
の
ブ
ナ
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

自
然
首
都
・
只
見
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

は
、
様
々
な
企
画
展
や
講
演

会
な
ど
を
定
期
的
に
開
き
、

交
流
人
口
の
ア
ッ
プ
と
、
町

の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
活

動
す
る
新
た
な
指
導
員
の
皆

さ
ん
に
一
言
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

 新たな体制で再オープン

ただみ・ブナと

　川のミュージアム

　只見に来て 4年が経ちました。只見の自然は、
本当に貴重で奥深いということを実感。
　私にとって一番大切なことは今ここに居る町
民の方がより元気になること。そして来てくだ
さるお客様の笑顔です。
　まず身近な方達が元気になるような接客や情
報提供・発信を心がけたい。この人間が壊しか
けている地球の中でも、とても貴重な只見の大
自然。自然は私達人間を癒してくれる力を持っ
ています。より多くの人が只見の自然・只見の
人の温かさによって笑顔で元気になってくれる。
そのお手伝いをすることが私の夢です。

　高校卒業後、アナログ生活からデジタル生活
へ、自然の声の無い所、東京で二年間を学生と
して過ごしました。その間、只見での衣食住、
登った山、自然の音、すべてが恋しくなりました。
　こんな経過があり只見へ帰ってきました。只
見で生まれ、只見で育った私は 6570 日ほど只
見を見ていますが、それでも只見のほんの一部
分を知るだけです。これから、もっともっと只
見の山、川、木、水の声を世界中の人に伝えて
いきたいと思います。これからブナセンターは、
只見の広告塔として起動します。只見の方々の
声、自然の声をここから世界中の人に伝えます。

　この春、埼玉から只見に移り住みました。只
見の山が好きで、四季を通して10年ほど通って
きました。只見に暮らすことが夢だったので、
とても幸せに思っています。慣れないことも多
いので、いろいろ教えてください。よろしくお
願いします。
　これまでは東京新聞の山岳雑誌「岳人」で働
いていました。経験や人脈を生かして只見町ブ
ナセンターを盛り上げていきます。いろんな意
見をぜひ聞かせてください。
　日当たりのよい無料の休憩室があるので、気
軽に遊びにきてください。

【ブナセンター指導員】

大
オオタケ

竹 恵
エ ミ コ

美子さん
（只見）

【ブナセンター指導員】

藤
フ ジ タ

田 喜
ヨシツグ

嗣さん
（只見）

【ブナセンター指導員】

岩
イワナガ

永 晶
ア キ コ

子さん
（只見）

▲今井初太郎さんの昆虫写真展
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４
月
23
日
に
、
区
長
連
絡
協
議

会
総
会
が
行
わ
れ
、
終
了
後
に
平
成

22
年
度
町
政
報
告
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
役
場
か
ら
は
目
黒
町
長
、
久
保

副
町
長
、
各
課
等
の
長
が
出
席
し
、

区
長
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
目
黒
町
長
か
ら
、「
限
ら

れ
た
財
源
で
ど
う
政
策
を
実
行
し
て

い
く
か
、
区
長
の
意
見
も
反
映
さ
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
担
当
課
長
な
ど
か
ら

本
年
度
の
重
点
事
項
や
協
力
事
項
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
質
疑
応

答
に
入
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

地
元
産
木
材
の
利
活
用
の
推
進
、
農

業
集
落
排
水
使
用
料
の
見
直
し
、
集

落
内
舗
装
道
路
の
修
繕
、
只
見
中
学

校
道
路
改
良
に
伴
う
予
算
の
状
況
、

道
路
舗
装
工
事
に
か
か
る
請
願
の
処

理
状
況
、
融
雪
災
害
の
状
況
報
告
に

か
か
る
対
応
、
廃
屋
の
撤
去
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
、
副
町
長
や
担
当
課
長
な
ど
か

ら
現
状
の
報
告
や
、
今
後
の
進
め
方
、

方
針
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
一
言
ず
つ
出
席
さ
れ
た
区

長
か
ら
町
政
に
関
す
る
意
見
や
感
想

が
述
べ
ら
れ
、
対
策
が
必
要
な
課
題

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
検
討
し

な
が
ら
、
随
時
報
告
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
報
告
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
（
菅
家

一
徳
連
合
会
長
）
は
4
月
14
日
に
只

見
地
区
セ
ン
タ
ー
で
総
会
を
開
き
、

議
案
と
し
て
21
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
、
そ
し
て
22
年
度
事
業
計
画
と

予
算
な
ど
を
審
議
、可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
任
期
2
年
の
満
了
に
伴
い
、

連
合
会
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会

長
、
副
会
長
、
理
事
な
ど
新
た
な
体

制
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年

に
わ
た
り
組
合
長
を
務
め
ら
れ
、
連

合
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
黒
谷
沖

納
税
組
合
長
の
吉
津
友
喜
さ
ん
ら
５

名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
連
合
会
長

よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
会　

長　

菅
家　

一
徳（
只
見
）

▽
副
会
長　

関
谷　
　

一（
只
見
）

▽
副
会
長　

目
黒　

宇
一（
黒
谷
）

▽
理　

事　

長
谷
川
キ
ミ
子（
只
見
）

▽
理　

事　

菅
家
ト
ヨ
子（
只
見
）

▽
理　

事　

吉
津　

友
喜（
黒
谷
）

▽
理　

事　

小
沼　

万
夫（
福
井
）

▽
理　

事　

横
山　

至
伯（
楢
戸
）

▽
理　

事　

栗
木　

喜
一（
小
川
）

▽
理　

事　

大
山　

桃
一（
小
林
）

▽
理　

事　

飯
塚　

信
哉（
大
倉
）

▽
理　

事　

齋
藤　

政
信（
布
沢
）

▽
監　

事　

岩
渕　

勝
征（
塩
沢
）

▽
監　

事　

横
山　

郁
子（
黒
谷
）

平
成
22
年
度
町
政
報
告
会

只
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

区
長
と
町
長
な
ど
が
活
発
な
意
見
交
換５

名
の
組
合
長
を
永
年
表
彰

只見町議会議長・
副議長の選任

　平成22年4月20日開会の3月議会定例会4月会議
において、新しい議長と副議長が選出されました。

議 長
五十嵐 拓 氏
（73歳・3期）

副 議 長
酒井 右一 氏
（60歳・1期）

佐藤正作さん（蒲生）が満百歳
百歳賀寿おめでとうございます

　4月1日、蒲生の佐藤正作さんが満百歳の誕生日を迎
えられ、4月5日に知事賀寿贈呈式が自宅で行われました。
　はじめに小野保順南会津保健福祉事務所長から知事
賀寿と記念の木杯が贈られました。続いて、目黒町長、
齋藤邦夫只見町議会議長、五十嵐辰男只見町社会福祉
協議会長、関谷一只見町老人クラブ連合会長、馬場忠
雄蒲生老人クラブ会長らから記念品等が贈られまし
た。また、義弟の田中定好さんがお祝いの花束を手渡
しました。
　長生きの秘訣は、食事は良く噛み腹八分目、規則正
しい生活を心がけること。とのことでした。

▲賀寿を受け取る佐藤正作さん

▲あいさつをする目黒町長
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　4月10日と11日の二日間、柏市のあけぼの山農業公
園などでチューリップフェスティバルが行われ只見町
からも8団体が出展参加、そばや岩魚、マトンケバブ
など只見ならではの特産品を販売、柏市民の列ができ
ていました。中でも只見の雪で作ったすべり台は大人
気で、子どもたちが滑るたびに歓声が響いていました。
町では７月に行われる柏まつりなどにも参加、交流の
促進を図っていきます。

ふ 　るさと交流で只見の雪をプレゼント
千葉県柏市チューリップフェスティバル

　春待ちチャリティ演芸会は、4月11日に季の郷湯ら
里で行われ、約250名の入場者が歌や舞踊など多彩な
演目を楽しみました。今回は特別参加で会津万歳や小
林おけさも披露され、拍手も一段と大きさを増して
いました。今年も募金活動で来場者や出演者から寄
せられた善意7万5千円を後援会長の飯塚岩夫さんが、
NPO法人こまどり会の渡部敏彦理事長に、寄付しま
した。寄付活動は今回で4回目。

今 　年もこまどり会に７万５千円を寄付
春待ちチャリティ演芸会

▲雪のすべり台を楽しむ柏市の子どもたち

▲渡部理事長（左）に寄付目録を手渡す飯塚さん（右）

▶交流の発展を約束し握手を交わす

　目黒町長（右）と秋山浩保柏市長（左）

　4月9日、目黒町長や久保副町長らが柏市役所を表敬
訪問し、秋山浩保柏市長と懇談しました。秋山市長は
平成21年11月21日に就任され、「みんなでつくる安心、
希望、支え合いのまち・柏」の実現に向け、市政に取
り組んでおられます。
　只見町とのふるさと交流は、昭和56年にスタートし
平成6年11月19日には「ふるさと交流都市締結」を行
いました。今回の訪問で柏市との親交も深まり、これ
からのふるさと交流事業がさらに充実し進展していく
ことを期待したいと思います。

ふ 　るさと交流のさらなる発展を願い
千葉県柏市へ目黒町長ら表敬訪問
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長岡市河井継之助記念館友の会総会

　4月24日、長岡市で長岡市河井継之助記念館友の会
総会が開かれ、記念講演として只見町文化財調査委員
の飯塚恒夫さんが講演されました。「八十里越と只見
代官丹羽族」という演題で、幕末、只見地方の人々
が、数千人の長岡藩士らの面倒をみて若松まで落ちの
びさせたこと、丹羽族代官が身命を賭して彼らを救っ
たことなどを話されました。長岡市、東京、埼玉から
約200名が出席、聴講しました。

第 　９期生は１０名
只見町山村教育留学生対面式

　只見高等学校に入学した山村教育留学生の対面式が
4月8日、只見地区センターで行われ、目黒町長はじめ
町教育関係者が第9期生10名と対面しました。留学生
は自己紹介で「すべてに積極的に取り組み頑張りたい」
などと高校生活への思いを話しました。留学生として
10名は過去最高の人数、出身中学校は舘岩中が7名、
伊南中1名、昭和中1名、若松六中1名となっています。

　只見の自然に学ぶ会では、4月18日に亀岡橋周辺の
伊南川に生息するユビソヤナギ約170本を調査しまし
た。参加者は8名、残雪の上を歩きながら幹の太さや
雌花、雄花の別などを確認しました。同じ調査は3年
前にも行われており、今回は前に調査した木の再調査。
ほとんどの木が前回の調査記録より約10センチメート
ルほど幹が太くなっていたことに参加者は驚いていま
した。

国 　内最大の自生地、伊南川の群落を調査
ユビソヤナギ調査体験会

　朝日地区センター運営委員会などが主催し、4月29
日に行われた、ちょボラごみ拾いには約100名が参加、
亀岡地区から楢戸地区までの国道や県道沿いのごみを
拾う清掃作業を行いました。曇り空の肌寒い天候のな
か参加者は空き缶や空き箱、ペットボトルなどのごみ
を分別しながら拾いました。集められたごみの量は軽
トラック2台分で、中にはガステーブルや古タイヤな
どもありました。

朝　
日地区の国道や県道をきれいに
ちょボラごみ拾い

▲奥会津学習センターで生活をともにする 10 名

▲ 140 年前の歴史秘話を語る飯塚恒夫さん

▲ポイ捨てがなくなることを願いごみを拾う参加者

▲ユビソヤナギ一本一本を詳しく調べる参加者

只 　見町文化財調査委員の飯塚恒夫さんが講演

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５210　Fax 82−2117
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不
安
定
な
天
気
が
続
い
て
い
ま
す
。

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
診
療
所
に
は
連
日
、

嘔
吐
、
下
痢
で
受
診
す
る
患
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
手
洗
い
等
、
感
染
防

御
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

今
月
は
、
胃
腸
炎
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
正
し
い
知
識
と
対
応
を

身
に
つ
け
れ
ば
、
安
心
し
て
療
養
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の
（
急

性
胃
腸
炎
的
）
症
状
を
呈
す
る
疾
患

は
消
化
器
内
外
、
感
染
性
・
非
感
染

性
を
含
め
、
多
く
の
原
因
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
腹
か
ぜ
」
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

急
性
の
下
痢
症
は
通
常
「
2
週
間
」

以
内
に
お
さ
ま
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
1
ヵ
月
以
上
続
く
も
の
を「
慢

性
」
と
し
ま
す
。
そ
の
間
は
「
持
続

性
下
痢
」
と
呼
び
ま
す
。
通
常
の
感

染
性
下
痢
症
は
ほ
と
ん
ど
「
2
週
間
」

以
内
に
お
さ
ま
り
ま
す
。

　

便
が
水
様
性
な
の
か
、粘
血
便
（
イ

チ
ゴ
ジ
ャ
ム
）
な
の
か
、
は
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
水
様
性
な
ら
ウ
イ

ル
ス
性
の
こ
と
が
多
く
、
吐
き
気
、

嘔
吐
が
下
痢
に
対
し
て
強
い
と
ウ
イ

ル
ス
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
ま

た
食
中
毒
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

症
状
の
原
因
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
嘔
吐
、
下
痢
の
結
果
、
重
症
の

脱
水
症
が
予
後
を
悪
く
す
る
の
で
、

水
分
が
摂
取
で
き
ず
、
尿
が
出
な
い

場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

治
療
は
、基
本
的
に
は
電
解
質
（
体

の
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
）、体
液
の
補
充
・

調
節
で
す
。
嘔
吐
が
ひ
ど
く
、
全
く

水
分
が
摂
れ
な
い
場
合
を
の
ぞ
け
ば
、

経
口
で
水
分
補
給
が
可
能
で
す
。
単

純
な
水
や
お
茶
は
吸
収
さ
れ
に
く
い

の
で
、
か
な
ら
ず
塩
分
、
糖
分
を
含

む
液
を
経
口
摂
取
し
て
く
だ
さ
い
。

診
療
所
の
入
り
口
の
自
動
販
売
機
で

販
売
さ
れ
て
い
る
「
Ｏ
Ｓ
―
１
」
と

い
う
経
口
補
水
液
が
お
す
す
め
で
す
。

５
０
０
㎖
飲
め
ば
、
点
滴
５
０
０
㎖

を
行
っ
た
の
と
同
等
の
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
。
下
痢
、
嘔
吐
は
消
化
管
感

染
症
に
対
す
る
生
理
的
反
応
で
あ
る

の
で
、
基
本
的
に
は
制
吐
薬
（
吐
き

気
止
め
）、
止
痢
薬
（
下
痢
止
め
）
の

使
用
は
避
け
ま
す
。
下
痢
止
め
は
病

原
微
生
物
が
体
外
に
排
出
さ
れ
る
速

度
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
脱
水
を
回
避

し
、
病
原
微
生
物
を
排
出
す
る
た
め

に
、
水
分
を
積
極
的
に
経
口
で
摂
取

し
ま
し
ょ
う
。
点
滴
は
経
口
摂
取
が

で
き
な
い
場
合
に
の
み
使
用
し
た
方

が
よ
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
抗
菌
薬

（
抗
生
物
質
）
は
例
外
的
な
病
態
、
患

者
を
除
い
て
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
抗
生
物
質
が
下
痢
を
引
き
起
こ

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
以

外
の
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
長
引
く
下
痢
、
症
状
が
強

い
場
合
な
ど
、
診
療
所
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

広
報
た
だ
み
診
療
所

朝
日
診
療
所
　
医
師
　
星
野
　
弘
尊

「
胃
腸
炎
」

　

私
が
こ
れ
を
書
い
て
い
る
と
き
、

外
で
は
雪
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。
4

月
も
終
わ
り
に
近
い
の
に
、
ま
だ
雪

が
降
っ
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
き
っ
と
、
今
年
の

桜
の
開
花
は
去
年
よ
り
も
ず
っ
と
遅

く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
4
月
最
後
の
2
週
間
に
、

鶴
ヶ
城
に
桜
を
見
に
行
き
た
い
！
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
寒

さ
が
続
き
、
開
花
が
遅
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
で
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
よ
り
は
少
し

暖
か
い
福
島
県
東
部
、
国
見
や
飯
坂

で
、
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
イ
ギ
リ
ス
に
も
桜
は
あ
り
ま
す

が
、
道
路
沿
い
の
長
い
桜
並
木
は
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
桜
の
咲
く
頃
、
め
っ
た
に
、
小

さ
く
て
か
わ
い
い
ピ
ン
ク
や
白
い

花
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
よ
う
な
景

色
は
見
ら
れ
な
い
の
で
す
。
桜
は
、

日
本
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
多
く
の
観
光
客
が
日

本
を
訪
れ
る
と
き
、
花
々
を
見
る
の

に
ち
ょ
う
ど
良
い
季
節
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
私
は
、
週

末
鶴
ヶ
城
で
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
ら
、
今
年
は
も
う
見
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
、と
心
配
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
旅
行
に
行
く
の
で
す
。
福
島
県
内

で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
働
い
て
い
る
友
人

2
人
と
ベ
ト
ナ
ム
に
行
き
ま
す
。
大

学
で
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
と
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
の

で
、
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
。
子
ど
も
の
頃
、
両
親
は
よ
く
イ

ギ
リ
ス
に
あ
る
文
化
的
遺
産
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
の
で
、
歴
史
に
興

味
を
持
っ
て
育
ち
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
の
歴
史
的
で
文
化
的
な
場
所
を
訪

れ
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
今
年
、
日
本
は
こ
ん
な

に
も
寒
い
日
が
続
い
て
残
念
で
す
。

き
っ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
た
ら
、

思
っ
て
も
い
な
い
ほ
ど
暑
い
こ
と
で

し
ょ
う
！

　

私
は
日
本
の
文
化
的
な
も
の
ご
と

に
つ
い
て
、
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
只
見
に
来
て
早
２
年

で
す
が
、
そ
の
気
持
ち
は
変
わ
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。
4
月
は
宮
城
県
の
岩

沼
に
、
き
れ
い
な
神
社
を
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
飯
坂
の
丘
に

見
え
隠
れ
し
て
い
る
赤
い
神
社
に
も

行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
信
夫
山
を
散

策
し
て
福
島
市
内
を
山
か
ら
眺
め
ま

し
た
。
日
本
に
は
ま
だ
ま
だ
訪
れ
た

い
場
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
全

て
を
訪
ね
ら
れ
る
時
間
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

4
月
は
新
学
期
の
始
ま
り
で
す
。

只
見
中
に
も
新
入
生
が
入
っ
て
き
ま

し
た
。
只
見
中
で
の
生
活
に
も
慣
れ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新

入
生
と
の
授
業
は
、
ど
の
授
業
も
楽

し
く
て
、
生
徒
の
や
る
気
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
只
見
中
で
学
習
す
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
訳
・
只
見
中
・
福
地
）

ヴィッキーの

にっぽん紀行
Vol.17

■Victoria・Potter

　・1980年生まれ。英国ノーリッチ出身。
　・2008年8月から町英語指導助手。

ヴィクトリア　　　  ポッター
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と
っ
て
お
き
の
話

190

長
崎
大
学
教
授
（
森
林
総
合
研
究
所
共
同
研
究
者
）

　
　
　
　
　
　
　

吉

田  

謙

太

郎

　

日
本
に
は
12
属
39
種
の
ク
ワ
ガ
タ

ム
シ
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
釣
り
の

世
界
で
は
、「
鮒
に
始
ま
り
鮒
に
終

わ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ク
ワ

ガ
タ
飼
育
の
世
界
で
も
「
黒
虫
（
オ

オ
ク
ワ
）
に
始
ま
り
黒
虫
に
終
わ
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
バ
ブ
ル
の
頃
は
黒

い
ダ
イ
ヤ
と
も
言
わ
れ
、
大
き
な
個

体
は
１
０
０
万
円
以
上
で
取
引
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
９
９
年
に
外
国
産

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
輸
入
が
解
禁
さ
れ

て
以
来
、
子
供
達
の
間
で
の
オ
オ
ク

ワ
人
気
は
低
下
し
た
も
の
の
、
マ
ニ

ア
の
間
で
は
い
ま
だ
に
最
高
の
人
気

を
誇
る
至
高
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
で
す
。

　

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
日
本
最
大
の
ク
ワ
ガ
タ
の
一
つ

で
す
。
野
外
採
集
の
最
大
体
長
記
録

は
76
・
６
㎜
で
あ
り
、
離
島
産
ヒ
ラ

タ
ク
ワ
ガ
タ
の
後
塵
を
拝
し
て
い
ま

す
が
、
飼
育
記
録
で
は
国
産
最
大

の
86
・
６
㎜
で
す
。
キ
ノ
コ
栽
培
の

菌
糸
瓶
を
流
用
し
た
飼
育
法
の
開
発

に
よ
り
最
大
飼
育
記
録
は
80
㎜
を
越

え
、
日
本
最
大
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
と

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
有
数
の
採
集
場
所
で
あ

る
只
見
町
に
お
い
て
、
オ
オ
ク
ワ
ガ

タ
は
身
近
な
昆
虫
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
全
国
的
に
は
と
て
も
貴
重
な
昆

虫
で
す
。
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
か
ら
九
州
に

至
る
ま
で
分
布
し
て
い
な
が
ら
、
分

布
が
点
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
臆

病
な
性
質
も
あ
り
、
野
外
で
は
滅
多

に
見
か
け
る
こ
と
の
な
い
幻
の
昆
虫

で
す
。
私
自
身
、
只
見
町
で
初
め
て

天
然
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
オ
ス
を
採
集

し
、
ク
ワ
ガ
タ
専
門
店
に
展
示
し
ま

し
た
が
、
店
長
を
は
じ
め
と
し
て
そ

こ
に
集
う
マ
ニ
ア
達
は
、
初
め
て
見

る
天
然
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
魅
力
に
言

葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
産
地
と
し
て
大
阪

府
能
勢
町
や
山
梨
県
韮
崎
市
な
ど
が

有
名
で
す
。
こ
れ
ら
の
産
地
は
、
主

に
里
山
の
台
場
ク
ヌ
ギ
な
ど
が
採
集

場
所
で
す
が
、
只
見
町
な
ど
の
南
会

津
地
方
で
は
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
天

然
林
が
卓
越
し
て
い
る
地
域
に
分
布

す
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。
前

者
で
は
、
発
生
源
や
生
息
場
と
な
る

樹
木
が
採
集
者
に
特
定
さ
れ
、
材
割

採
集
に
よ
る
幼
虫
採
り
や
樹
洞
へ
の

煙
幕
投
入
な
ど
の
非
持
続
的
採
集
法

に
よ
り
、
個
体
数
は
激
減
し
て
い
ま

す
。
南
会
津
で
も
、
以
前
に
は
重
機

で
枯
れ
木
ご
と
持
ち
去
る
不
届
き
者

も
い
た
よ
う
で
す
。

　

南
会
津
で
は
、
強
力
な
ラ
イ
ト
を

投
光
す
る
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
、
ま
た

は
街
灯
下
を
見
回
る
採
集
方
式
が

主
流
で
す
。
灯
火
め
が
け
て
飛
来
し

た
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
を
採
集
す
る
と
い

う
点
で
は
採
集
圧
の
低
い
方
法
で
す

が
、
民
家
の
近
く
で
夜
中
に
強
力
な

ラ
イ
ト
を
照
射
す
る
の
は
迷
惑
行
為

で
す
。
布
沢
や
南
会
津
町
で
ラ
イ
ト

ト
ラ
ッ
プ
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、

平
穏
な
生
活
環
境
と
自
然
環
境
を
守

る
た
め
に
必
要
な
自
衛
手
段
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
地
元
の
民
宿
・
旅
館

に
宿
泊
し
た
人
に
限
り
参
加
で
き
る

ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
が
高
畑
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
集
客

効
果
を
狙
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地

元
が
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
は
素
人
で
も
簡
単

に
飼
育
、
繁
殖
で
き
、
昆
虫
シ
ョ
ッ

プ
以
外
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
盛
ん
に
売
買
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
普
通
の
オ
オ
ク
ワ
ガ

タ
の
価
格
は
暴
落
し
て
い
ま
す
。
大

型
の
個
体
、
雑
誌
の
美
形
オ
オ
ク
ワ

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
す
る
よ
う
な
個

体
、
ま
た
は
外
来
種
と
の
交
雑
が
疑

わ
し
い
極
太
の
大
顎
を
も
つ
異
形
個

体
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

天
然
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
が
一
般
に
販

売
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
く
、
多

く
の
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
、
天
然
個
体

を
自
分
自
身
の
手
で
採
集
す
る
こ
と

は
究
極
の
夢
で
す
。
只
見
町
が
そ
の

夢
を
叶
え
ら
れ
る
貴
重
な
産
地
で
あ

る
以
上
、
過
剰
な
採
集
圧
に
さ
ら
さ

れ
る
危
険
性
と
常
に
背
中
合
わ
せ
で

す
。
秩
序
あ
る
採
集
に
よ
る
個
体
群

の
維
持
は
、
森
林
生
態
系
保
護
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
課
題
で
す
。
過
剰

な
採
集
圧
や
生
息
環
境
の
破
壊
だ
け

で
は
な
く
、
他
産
地
の
人
工
繁
殖
個

体
や
外
来
種
と
の
交
雑
個
体
の
放
虫

な
ど
に
は
今
後
も
十
分
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ

只見学

▲只見町内で採集した直後の中歯型オオクワガタ 56㎜

▲菌糸瓶で育つ只見産

　オオクワガタの幼虫
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
三
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

四
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

又
壱
歩

遠
山
の
雪
崩
や
夕
日
沈
み
行
く

会
津
野
の
雪
を
よ
ご
し
て
黄
砂
降
る

隆
　
堂

花
馬
酔
木
日
ざ
し
に
映
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

盆
栽
の
整
枝
に
惑
う
木
の
芽
雨

邦
　
夫

春
の
月
う
れ
し
泪
を
手
で
拭
う

辛
夷
咲
く
や
作
を
占
う
父
な
り
し笑

　
羊

歯
に
当
る
グ
ラ
ス
の
氷
冴
返
る

花
柄
の
テ
ー
ブ
ル
掛
け
や
春
き
ざ
す

康
　
女

春
寒
や
絵
皿
時
計
の
う
す
ぼ
こ
り

窓
先
に
止
ま
る
小
鳥
や
日
脚
伸
ぶリ

ウ
コ

春
一
番
庭
に
枯
枝
ま
き
散
ら
し

お
彼
岸
や
と
ろ
り
と
み
か
ん
糖
度
増
し

都
　

子
雀
の
じ
っ
と
聞
い
て
る
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

地
図
を
見
て
カ
ー
ナ
ビ
を
見
て
観
梅
へ

一
　
穂

春
の
暮
寒
さ
の
残
る
格
天
井

ガ
ラ
ス
越
し
見
る
種
芋
の
芽
出
し
か
な

洋
　
子

連
翹
の
今
日
暮
れ
き
れ
ぬ
黄
色
か
な

人
影
の
三
々
五
々
の
春
の
磯

敦
　
子

青
年
と
犬
ま
っ
し
く
ら
堅
雪
野

は
だ
ら
雪
巣
立
ち
ゆ
く
子
を
抱
き
し
め

礼
　

初
節
句
頬
を
つ
つ
け
ば
寝
ね
て
笑
み

や
わ
ら
か
き
日
や
水
音
や
初
雲
雀修

　
一

久
々
に
妻
の
懐
メ
ロ
春
炬
燵

証
書
受
く
指
先
伸
び
て
卒
業
式

一
　
灯

一
輌
車
の
乗
客
五
人
日
脚
伸
ぶ

春
の
雨
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
へ
た
っ
ぷ
り
と

邦
　
男

寄
付
と
い
う
文
字
も
優
し
き
雛
飾
り

階
下
よ
り
歌
声
あ
が
る
雪
解
風

吉
　
児

紐
を
編
む
媼
白
寿
に
春
う
ら
ら

春
光
や
四
方
固
め
の
福
手
飛
ぶ

古
川
　
英
子

雪
除
き
白
菜
掘
る
身
に
寄
り
て
来
し
綿
虫
つ
か
ず
離
れ
ず
動
く

吉
津
　
政
枝

狭
庭
辺
の
梅
も
ほ
こ
ろ
び
遠
近
の
花
便
り
聞
き
里
帰
り
待
つ

皆
川
　
恒
子

鈍
き
痛
み
薄
れ
て
ゆ
く
を
喜
べ
ど
娘
は
曲
り
そ
め
し
背
を
言
ふ

五
十
嵐
英
子

落
語
聞
き
楽
し
ま
せ
む
と
施
設
ま
で
姪
ら
来
た
り
て
我
を
連
れ
出
す

馬
場
　
八
智

時
た
て
ば
亡
き
娘
を
偲
ぶ
人
も
な
く
今
日
の
命
日
は
わ
れ
一
人
と
な
る

目
黒
　
富
子

参
拝
の
伊
勢
神
宮
は
残
雪
の
里
に
も
似
た
る
冷
え
し
風
吹
く

渡
部
ゆ
き
子

超
未
熟
児
に
生
れ
し
孫
は
中
学
の
卒
業
証
書
を
手
に
し
礼
言
ふ

五
十
嵐
夏
美

穿
き
て
来
し
長
靴
を
ズ
ボ
ン
に
覆
ひ
つ
つ
会
津
若
松
の
街
中
歩
む齊

藤
ち
ひ
ろ

降
り
し
き
る
雪
を
炬
燵
で
眺
め
つ
つ
今
年
の
作
付
け
夫
と
語
ら
ふ渡

部
ヨ
リ
子

春
休
み
に
子
供
ら
の
声
少
な
き
は
少
子
化
時
代
の
影
響
な
ら
む

新
国
　
洋
子

鴉
ら
に
襲
は
れ
て
ゐ
る
家
猫
を
思
は
ず
大
声
出
し
て
呼
び
込
む

（
出
詠
順
）
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税

　
教
育
委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
放

課
後
こ
ど
も
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。
小
学
生
が
有
意
義
な
放

課
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
各
地
区
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
次
の
内
容
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

●
た
だ
み
こ
ど
も
教
室

　

毎
週
月
曜
日

　
　

午
後
3
時
半
～
午
後
5
時

●
あ
さ
ひ
こ
ど
も
教
室

　

毎
週
木
曜
日

　
　

午
後
3
時
～
午
後
5
時

●
め
い
わ
こ
ど
も
教
室

　

毎
週
火
曜
日

　
　

午
後
2
時
半
～
午
後
5
時

※
放
課
後
こ
ど
も
教
室
ス
タ
ッ
フ

は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
３
２
０

　

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
ま
す
。税
務
職
員
は
、

国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を

担
い
、
国
税
局
や
税
務
署
で
、
調
査
・

検
査
・
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

平
成
元
年
4
月
2
日
～

　

平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

●
申
込
受
付
期
間

　

平
成
22
年
6
月
22
日
～

　

6
月
29
日
ま
で

●
申
込
書
の
請
求

　

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局　

　

人
事
第
二
課
、
人
事
院
東
北
事
務
局

●
申
込
書
の
提
出
先

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

〒
９
８
０
―
０
０
１
４

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
―
２
―　

　

２
３

●
試
験
日
・
試
験
種
目

▽
第
1
次
試
験

　
（
教
養
・
適
性
・
作
文
試
験
）

　

平
成
22
年
9
月
5
日
（
日
）

▽
第
2
次
試
験

　
（
人
物
試
験
・
身
体
検
査
）

　

平
成
22
年
10
月
14
日
（
木
）
～

　

10
月
21
日
（
木
）
の
い
ず
れ
か

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

　

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
で
、
本
人
ま
た
は

生
計
を
一
に
す
る
方
や
常
時
介
護
者

が
運
転
す
る
も
の
の
う
ち
、
通
学
・

通
院
・
生
業
等
の
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
身
体
障

が
い
者
等
一
人
に
つ
き
一
台
の
軽
自

動
車
（
自
動
車
を
含
む
）
に
限
り
軽

自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

●
申
請
の
手
続
き

▽
申
請
期
限　

5
月
18
日
（
火
）

▽
申
請
先　

役
場
町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

●
持
参
書
類

　

身
体
障
が
い
者
等
の
手
帳
・
印
鑑
・

　

運
転
免
許
証
・
納
税
通
知
書

※
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課
税
務
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
１
１
０

　

6
月
1
日
～
10
日
ま
で
は
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」
で
す
。
よ
り
よ
い
電
波
環
境
が

豊
か
な
情
報
社
会
を
支
え
ま
す
。

　

電
波
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
省

東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口
、
☎

０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
４
１
ま
で
。

　

平
成
22
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　

6
月
初
旬
に
福
島
労
働
局
か
ら
送

付
さ
れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
7
月
12
日
ま
で
に

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基

準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

REC
RU

ITM
EN

T

募

集

放
課
後
こ
ど
も
教
室
の

ス
タ
ッ
フ

平
成
22
年
度
国
家
公
務
員

採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験

生

活

軽
自
動
車
税
の
減
免

総
務
省
か
ら

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
時
期
で
す

LIFE

5
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
5
月
分
）
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自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
に
よ
り

金
融
機
関
等
で
5
月
31
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自

動
車
税
を
納
め
た
と
き
の
領
収
書
に

は
、
自
動
車
の
継
続
検
査
用
（
車
検

用
）
納
税
証
明
書
が
つ
い
て
お
り
車

検
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車

検
証
と
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
積
雪
地
域
の
軽
減
税
率
特
例
措
置

の
廃
止
に
つ
い
て
】

　

福
島
県
で
は
、
只
見
町
に
住
所
の

あ
る
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で
積
雪
に

よ
っ
て
一
定
期
間
自
動
車
を
運
行
で

き
な
い
地
域
を
対
象
と
し
て
自
動
車

税
の
税
率
の
特
例
措
置
を
設
け
て
お

り
ま
し
た
が
、
除
雪
体
制
の
充
実
等

に
よ
り
1
ヵ
月
以
上
運
行
不
能
と

な
っ
て
い
る
地
域
は
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
22
年
度
以

降
の
自
動
車
税
か
ら
税
率
の
特
例
措

置
を
廃
止
し
、
他
の
地
域
と
同
様
に

通
常
の
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
の
減
免

制
度
に
つ
い
て
】

　

福
島
県
で
は
、
身
体
等
に
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自

動
車
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
（
※
）
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務

者
の
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
を
減
免

し
て
い
ま
す
。
減
免
の
対
象
と
な
る

障
が
い
の
範
囲
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
及
び
戦
傷
病
者
手
帳
の
等

級
等
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
で
要
件

に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
の
関
係
書
類
を
整
え
た
う
え

で
、
納
期
限
〔
平
成
22
年
５
月
31
日

（
月
）〕
ま
で
に
最
寄
り
の
地
方
振
興

局
県
税
部
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
を
減
免

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
御
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
22
年
4
月
1
日
以
後

に
手
帳
の
交
付
を
受
け
減
免
の
要
件

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
翌
年
2
月
末
日
ま
で
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
申
請
日
に
応
じ
て
月

割
に
よ
り
減
免
さ
れ
ま
す
。

※
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は
、

原
則
と
し
て
4
月
1
日
午
前
0
時

現
在
の
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
所
有
者
（
所
有
権
留
保
の
自
動

車
に
つ
い
て
は
使
用
者
）
が
障
が

い
者
ご
本
人
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い

者
、
知
的
障
が
い
者
及
び
精
神
障

が
い
者
を
除
く
）。

　
　

ま
た
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
自

動
車
は
、
軽
自
動
車
も
含
め
障
が

い
者
1
人
に
つ
き
1
台
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
１
―
６
２
―
５
２
１
２

１日　役場辞令交付式、固定資産評価委員辞令交付式、
西部環境衛生組合辞令交付式、湯ら里辞令交付
式、消防団辞令交付式、南会津建設事務所長来庁

２日　奥会津振興センター開所式
５日　佐藤正作氏100歳賀寿贈呈式、保健協力員委

嘱状交付式及び研修会
６日　町立小学校入学式、只見中学校入学式
７日　定例庁議、有害鳥獣駆除隊編成式
８日　県立只見高等学校入学式、山村教育留学生対面式
９日   町長、副町長柏市出張
12日　奥会津振興センター事務局長及び職員挨拶に

来庁、会津計算センター所長来庁
13日　福島県水道協会理事会
14日　奥会津振興センター用務により県知事及び副

知事と面談、町内小中高等学校及び教育委員
会関係転入職員歓迎会及び定期懇親会

15日　観光まちづくり協会第1回理事会
16日　町森林組合通常総代会
19日　内閣総理大臣補佐官小川氏及び林野庁関係者

との意見交換会
20日　3月定例議会4月会議開催
２２日　只見特産㈱株主総会
２3日　福島県林業公社との意見交換会、郡山国道事

務所長来庁、町政報告会
２7日　福島県地域振興課長及び地域づくり担当次長

他来庁、民生児童委員協議会との懇談会
２8日　東邦情報システム内山社長来庁、只見町商工

会通常総代会
30日　只見町青少年健全育成町民会議総会、第81回

メーデー式典

町 長 室 日 誌
〈　4　月　分　〉

平成22年度
財団法人会津若松文化振興財団 事業紹介

【問い合わせ】
會津風雅堂　☎0242－27－0900

開　催　日　時 事　業　名 会　場
5月23日（日）
14：00～

国本武春
浪曲公演

会津若松市
文化センター

内　容
人気・実力とも浪曲界のトップを走る国本武春と、大阪で
名人：春野百合子に弟子入りし、確かな芸を身に付けた浪
曲界のホープ：春野恵子。東西の人気浪曲師による浪曲公
演。名人：沢村豊子の三味線にのせて、軽妙洒脱な作品と、
重厚な話芸を披露します。
予定演目：「原敬の友情」「両国夫婦花火」「紺屋高尾」

開　催　日　時 事　業　名 会　場
6月30日（水）
18：30～

わらび座
ミュージカル

「 カンアミ伝 」

會津風雅堂

内　容
日本の風土に根ざしたオリジナルミュージカルを創り続け
ているわらび座による公演。中世の日本で流行していた芸
能「猿楽」と「田楽」を統合し、面白く演劇化していった
人物「観阿弥」の人生をミュージカル化した作品。
演出：中村哮夫、作・作詞：高橋知伽江、美術・衣裳：朝
倉摂、音楽：飯島優

朝日地区センター

図書館☎ 84-2059

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
（
月
）
で
す
！



15

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

人のうごき

あ
と
が
き

▽
今
年
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
前
に
国
道
２
５
２
号
・
六
十
里

越
雪
わ
り
街
道
が
再
開
通
し
、
5

月
8
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
魚
沼

市
の
「
道
の
駅
い
り
ひ
ろ
せ
」
で

行
わ
れ
た
。
▽
こ
の
日
は
朝
か
ら

快
晴
、
さ
わ
や
か
な
春
の
青
空
が

雪
わ
り
街
道
に
も
広
が
り
、
残
雪

の
浅
草
岳
と
周
囲
の
山
々
や
、
色

づ
き
始
め
た
ブ
ナ
の
新
緑
を
輝
か

せ
て
い
た
。
そ
の
大
自
然
が
織
り

な
す
絶
景
を
、
水み

な
も面
に
映
し
だ
す

田
子
倉
湖
と
、
こ
の
街
道
に
は
心

の
そ
こ
か
ら
感
動
が
こ
み
上
げ
る

四
季
の
景
観
が
あ
る
。
▽
ま
ず
は

春
の
雪
わ
り
街
道
で
観
る
景
色
で

感
動
を
…
。

町民の消息

平成22年4月1日現在
人　口　　  ４，９６９（－45）
　男　　  　２，３６５（－20）
　女　　  　２，６０４（－25）
世帯数　  　１，８７７（－17）

高齢化率　　４１．7％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　23　転出　64　出生　4　死亡　8

朝日地区センター

図書館☎ 84-2059

夏川草介／著（小学館）
　長野県の現役医師が医療
現場を描いた小説です。
　患者の生と死に向き合う
方法を模索し続ける主人公
の医師栗村一止を魅力ある
登場人物たちが支え、悲し
くもあり、切なくもあり、
心温まる物語です。
　医療の現場に栗村一止の
ようなお医者さんがいてく
れて、出会うことができた
ら、きっと満足する最後を
迎えられるだろうなぁと思
える素敵な小説です。

★神様のカルテ

いしかわまさゆき／著（講談社）
　コミック「もやしもん」か
ら生れた菌のキャラクター
が、絵本になって登場しま
した。親しみやすい絵で手
の洗い方を解説しています。
絵本を見ながら手をこすっ
てみるのも良いかもしれませ
ん。小さい子どもさん向けの
絵本です。
　朝日地区センターではコミ
ック「もやしもん」も、リク
エストにより購入しました。
こちらは大人向けです。

鈴木のりたけ／著（ブロンズ新社）
　細部まで丁寧に書かれた
イラストで、さまざまな仕事
場を紹介しています。
　花屋・書店・イラストレー
ター・宇宙飛行士・すし職人
など、興味のある仕事、全く
知らなかった仕事。じっくり
楽しめる絵本です。

★てをあらおう

★しごとば　続・しごとば

まちづくり推進員
若林　奈津子

★図書室に関する要望や購入図書の希望など、　
　お気軽にお寄せください。

（4月₁日〜4月30日届出分・敬称略）
■お誕生おめでとうございます

菅　家　凛
り

　々
り

（女／克　弥・香　里）只　見

佐　竹　あおい（女／秀　一・智　子）黒　谷

横　田　心
み

　結
ゆ

（女／登貴夫・美　恵）大　倉

堀　金　結
ゆ

　葵
あ

（女／賢　二・　彩　）小　林

■おくやみ申し上げます
新　國　コフチ	 101才	 長　　浜
山　内　モト子	 74才	 布　　沢
目　黒　サチヨ	 98才	 熊　　倉
五十嵐　一　也	 56才	 蒲　　生
渡　部　キミエ	 94才	 十　　島
飯　塚　クニノ	 102才	 大　　倉
堀　金　モリエ	 86才	 福　　井

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、届出の
　ときにその旨をお伝えください。
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森の四季Vol.1

ブナの赤ちゃん
新緑と残雪のまぶしい 5月下旬。

ブナの森では、小さな実
みしょう

生が芽生

えています。

上の写真は浅草岳・山神杉あたりのブナ林。
下の写真は種子から発芽したばかりのブナの実生

ブナセンターのイベント

○6月26日（土）  坪田和人さんが語る「只見のブナの魅力」

○6月25日まで  「世界の植物図鑑展」

○7月19日まで  「今井初太郎さん昆虫写真展」

問い合わせ：只見町ブナセンター
　　　　　 ☎0241（72）8355


